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§１．研究成果の概要 

 

様々な磁性金属錯体ユニットと三角形型発光ラジカル trisPyMを組み合わせて新たな配位高分

子の合成を試みた。その結果、ニッケル錯体ユニットと trisPyM を溶媒中で混合・静置することによ

り、新しい結晶性配位高分子が得られること、また実験条件により結晶構造・化学組成が異なる

様々な配位高分子結晶が生成することを見出した。クロロホルム中に生じる結晶について、単結晶

X 線回折実験によりその結晶構造を解析した結果、この結晶では trisPyM とニッケルイオン間の配

位結合形成により、カゴメ－ハニカムハイブリッド格子が形成されていることを明らかにした。 

ラジカル金属錯体MII(hfac)2(PyBTM)2（MII ＝NiII, CoII）を合成し、構造、磁性、電子状態、特にラ

ジカルと金属イオン間に働く磁気相互作用について調べた。その結果、ラジカル-NiII 間ならびにラ

ジカル-CoII間の交換相互作用定数はそれぞれ 22 K および 12 K であり、両物質においてスピン

間には有効な強磁性的相互作用が働いていることが明らかとなった。 

これまでの発光有機ラジカルの多くは、溶液中あるいは固体マトリックス中に分散された状態で

発光を示し、結晶などの凝集状態で発光するもの、特に室温で発光するものは報告例が限られて

いた。我々は 3-ピリジル骨格を有する新しい発光性ラジカル metaPyBTMを合成し、その光物性を

調べた。その結果、metaPyBTM が室温において近赤外領域の発光を示すことを見出した。またこ

の発光の強度が温度低下により増強することを明らかにした。 
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